
平成 30 年８月 28 日(火)石部南まちづくりセンター 

 

課   題 していること あったらいいな 

事 業 名 サロン（集える場） デマンド交通 

誰が 

 

 

 

対象者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自治会（小地域福祉担当委員） 

 

 

 

・高齢者、学生と活動する機会あり 

・認知症やその支援者にも声かけ 

 

【問題点・課題】 

・申込方法、回覧板の記名はしにくい 

・案内が目にとまりにくい 

→口コミは効くが人力を要する 

 「行こう」と声をかけられる人 

・男性参加者が少ない 

→男性の興味をひく内容 

→自治会の役を通じて地域のつながりを作っ 

ていく男性、後援体を作って自治会の役が終わ 

ってもつながりが続く関係 

・集会所レベルの歩いて行ける場所で、いつでも 

誰もが行ける場所 

→管理の問題 

 

 

・近隣の人同士・まちづくり協議会 

          連携も必要か 
・タクシー会社   

 

・高齢者 

 交通手段がない 

 

【問題点・課題】 

・事故の問題 

・顔の見える関係づくり 

・制限の厳しさ 

・予算の問題 

※生活支援全体をポイント制にしてできることでで

きないことを補う 

→登録者が順に連絡していく 

→村単位で登録、乗り合いが前提となる 

※コーディネーターの存在…サポーターを動かす 

  →誰もが寄れる場所にいることが望ましい 

 

 



平成 30 年８月 28 日(火)石部南まちづくりセンター 

 

課   題 していること あったらいいな 

事 業 名 独居高齢者の家庭訪問 集合住宅の入居者の把握 

誰が 

 

 

 

 

 

対象者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・民生委員 

 

 

 

 

 

・65 歳以上の独居の人 

 

サポートできる体制を作りたい 

自治体 ⇔ 区長 ⇔ 民生委員 

（情報提供） 

本人の了解があれば自治会に情報提供する。 

          ↑ 

見守り 

 

 

 

・自治会未加入者の加入促進 

・会費の補助→市に？ 

・班・組により高齢者（年齢） 

 役割の配慮 

・安否確認ＩＣＴで！ 

 

 

 


